












要約 わが国における小児の死亡原因は新生児期を除けば小児のすべての年代において事

故死が第一位である。小児の死亡原因という観点からは,わが国では欧米諸国と比較して事

故死の占める割合が高く,その傾向は特に乳幼児に顕著である。 

小児の事故はその大部分が予防可能であると考えられているが,母親を啓蒙,教育し,事故

予防対策を確立していくためには,母親が家庭内で子供の安全についてどのような配慮を

行なっているか,実際に発生した事故についてどのように考えているかについて,その実態

を把握することが必要であるのでアンケート調査によって,母親が子供の安全のためにど

のような注意,気配りを行なっているかを検討した。調査結果からは階段からの転落防止,

ストーブなどによる熱傷の予防対策が不十分であり,異物誤飲や風呂場での事故予防につ

いても母親の認識が不十分であった。 

実際に子供が事故に遭遇した母親について,今回の事故が予防出来たと認識している母親

は約半数に過ぎず,子供の事故の大部分は予防出来るとの見解とのずれについての考察が

必要である。 


